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盛岡YMCAの使命
私たち、盛岡YMCAは、イエス・キリストによって示された生き方に学びつつ、豊かな自然と歴史的伝統に満ちた
岩手の地で、こども、家族、地域とともに公正で平和な世界の実現を目指します。
１．こどもたちの個性を大切にし、それぞれの夢や希望、生きる力を育みます。
２．家族の絆といのちの大切さを深め合います。
３．共に生きるために、異なった文化、多様な価値観と出会う場を提供します。

忘れられない夏の冒険

島のわくわくキャンプ2025参加者  田中 楓美乃（中学３年生）

　私は「島のわくわくキャンプ」に、「今年こそは行かなけれ
ば。」と思い参加した。キャンプ名のように、気持ちは「わくわ
く」していた。久しぶりに会う友達、初めて会うリーダー。初めて
の気仙沼。初めてばかりで新鮮だった。
　久しぶりのカレー作り。カレーの作り方なんか全部忘れてい
た。忘れていたからこそ新しい思い出ができる。友達と「火、つ
けるの早すぎたんじゃない？」「カレー、シャバシャバになっ
ちゃったね」とか。たわいない話が楽しかった。
　初めて見る海、砂浜。綺麗な朝焼けからは想像できないほど
の雨。雨が降っていても関係ない。「海で楽しんで遊んでやるん
だ！」波に乗ってジャンプ！砂浜に素足で立って生きていること
を感じたり。海でしかできないことを思いっきり満喫した。
　みんながお待ちかねのお祭り！私達の屋台は「独断と偏見！
リーダーランキング！」高学年から低学年の子たちが一生懸命
考えて答えを出していく。考えもしなかった答えに「えー!?そうな
の!?意外だったわ。」と驚いている。お祭りの中で一番楽しかっ
たのは、ステージ発表を見ること。美味しい「福山ラーメン」を
片手に見るのは、キャンプで楽しかったことを発表する男の子３
人。衝撃的なマジック人。衝撃的なマジックを披露してくれる男
の子など、みんなで盛り上がることができて楽しかった。

　キャンプ中で一番感動したのはナイトプログラムのときに見
た「月の道」。たぶん、人生で一回しか見れない光景。この光景
をYMCAの仲間たちと見ることができたことは特別で一生忘れ
ることのできない出来事。
　YMCAは私に多くの影響を与えてくれた。Yの思い出は色褪せ
ない。今までありがとう。そして、これからもよろしく！

ナイトプログラムで見た「月の道」



 

島のわくわくキャンプ盛岡YMCA
サマーキャンプ2025

 

岩手県立大学４年　 （ピンリーダー）高橋 創

  

　こんにちは！ピンです！島のわくわくキャンプの報告をダイジェ
ストでお送りします！島キャンプは３泊４日気仙沼大島のキャンプ
場で行いました。
　１日目は気仙沼大島まで歌ったり遊んだりして楽しく移動しま
した。途中で窓から海が見えたときは歓声が上がりわくわくが止
まりませんでした。その後みんなでカレーライス作り！自分たちで
火をおこし、一から作ったカレーを美味しくいただきました！
　２日目は雨が降り、午後から島キャンプの醍醐味、海水浴に行
きました。曇り空でしたが、子どもたちは晴れ空のように笑顔で最
高に楽しい時間になりました。それぞれのテントでグループごとに
ゆったりと過ごす時間もあり楽しかったです。

　３日目は海水浴と祭りを詰め込んだ欲張りセットでした！海水
浴は晴れ空も見え、昨日に負けないくらい元気いっぱいに遊びま
した。波乗りしたり水をかけあったりして遊びました！祭りでは、
グループごとに手作り屋台と食べ物屋台を出して、みんなが色々な
屋台を巡り楽しみました。最後はみんなでステージ発表を見た
り、歌を歌ったりしてとても温かい時間でした。最終日はフリータ
イムをそれぞれ楽しみ、帰りのバスまで大盛り上がりで満足して帰
りました。
　振り返ってみると、楽しいことやみんなで乗り越えてきたことが
沢山あった島キャンプでした。キャンプはみんなの力が合わさる
からこそ、一人一人がより輝けるように思います！冬も来夏もキャ
ンプあります！今後ともよろしくお願いします。

ご報告
8月の

  

岩手大学３年　 （サンリーダー）竹知 桃花

　YMCA田沢湖キャンプ～！♫こんにちは！サンです！今回、サン
からは８月４日(月)～６日(水)に田沢湖キャンプ場で行われた｢田
沢湖キャンプ｣について、報告させていただきます。子ども50名と
リーダー18名、スタッフ２名の計70名で活動してきました。
　初日は、グループごとに田沢湖キャンプ場全体を回るウォーク
ラリーを行いました。ミッションをクリアすると秘密の合言葉が現
れ、最後にグループのみんなで考えた、｢キャンプで楽しみなこと｣
を、湖に向かって叫びました。
　二日目は、あいにくの雨となってしまい、予定していた湖水浴に
は行くことが出来ませんでしたが、そんな中でも、グループごとに
バンガロー内でダイラタンシー現象や、スライムづくりの実験を
行ったり、カードゲームをしたり、雨があがってからは、虫取りや
小川遊びをしたりし、それぞれが思い思いに楽しい時間を過ごし
ました。
　最終日には、みんなの｢晴れろー！｣という思いが叶い、念願の湖
水浴に行くことが出来ました！全員が楽しみにしていた湖水浴。

鉄砲で水をかけあったり、浮き輪から落ちないように耐久勝負を
したりとたくさん遊びました。湖にも負けない、みんなのキラキラ
とした眩しい笑顔が、今でも忘れられません。
　今回のキャンプでは、天候に左右されて一喜一憂する場面が
多々ありました。しかし、二日目の夜ご飯の時に、ぱらぱらと雨が
降ったとき、みんなで｢晴れろ！晴れろ！｣と晴れろコールをすると
晴れ、それからも雨が降ったら晴れろコールをして晴れる、という
場面が何度もありました。自然には抗えないですが、みんなの｢晴
れろ｣という気持ちは、天にまで届くほど強く固いものだったと思
います。
　来年も田沢湖キャンプで会えることを楽しみにしています！あり
がとうございました！また会いましょーう！

ご報告
8月の 田沢湖キャンプ盛岡YMCA

サマーキャンプ2025



岩手県立大学特設会場
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会場

9:30～14:00時間

�

National sponsor

The 7th MORIOKA YMCA
International Charity Run 2025

あなたが走るとハッピーになる子どもたちが増えます。

第７回盛岡YMCA インターナショナル・チャリティーラン2025

・ 岩手サークルオブフレンズ

・ 岩手県立大学さんさ踊り実行委員会

イベントブース

・ ユメカナキッチン

・ 盛岡杉生園

・ 富士宮焼きそば

・ レッドアップル

・ 社会福祉法人 カナンの園

・ Americancafe DENVERS

・ accommonバザー

・ 化粧ボランティアサークル KIPU*Labo

・ 似顔絵缶バッチ

・ 盛岡YMCAチャリティーバザー

・ こども人権かるた

・ いわてこどもホスピス

・ ラッフルくじ

出店ブース

Prize sponsor Supporting sponsor

イベントスケジュール

8:30
9:30
10:00
11:30
12:00
　　　　　

13:00
14:00

受付開始
開会式
競技開始
全体写真撮影
昼食・午後の部
屋台/各種イベントブース/
ステージイベント
表彰式・閉会式
解散

晴天時
8:30
9:30
10:00
11:30
12:00

受付開始
開会式
競技開始
全体写真撮影
表彰式　閉会式

雨天時



  

（ ハッピーリーダー ）

最新情報はこちらでチェックできます！

ホームページ facebook instagram

盛岡YMCAリーダー紹介㉝

井上 修三、田村 治之2025年度 維持会費    
2025年度 ７月 寄付者 （敬称略） 

９・10月活動案内

木曜 9/4、11、18、25
幼児

9/6、13、20
土曜小学生

体育教室 9/6、13、20、27

月曜 9/1、8、22、29
水曜 9/3、10、17、24

9/4、11、18、25木曜
9/5、12、19、26金曜

9/2、9、16、30習字教室

ちきゅうと、あそぼう。

水曜 9/3、10、17、24

金曜 9/5、12、19、26

● ９月

木曜 10/2、9、16、23
幼児

10/4、11、18、25
土曜小学生

体育教室 10/4、11、18、25

月曜 10/6、20、27
水曜 10/1、8、22、29

10/2、9、23木曜
10/3、10、17、24金曜

10/7、14、21、28

10/26

ちきゅうと、あそぼう。 9/28

習字教室 水曜 10/1、8、15、22、29

金曜 10/3、10、17、24、31

● 10月
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　こんにちは！岩手大学人文社会科学部
２年のハッピーこと吉田桜千です！
　私は北海道の恵庭市という街から１人
で岩手に進学してきました。家事なんてほ
とんどやったことがないし、もちろん知り
合いもいなくて、最初は不安が大きかっ
たですが、地元を出させてもらったからに
は人として成長したいと思い、何か熱中で
きることを見つけようとした時に知ったの
が、盛岡YMCAでした。
　最初は、サッカーができるという点に惹
かれただけで、子どもたちとかかわるなんて、ほとんど経験がな
かったので、人見知りの私が子どもたちと仲良くなるのは、他の
リーダーよりとても時間がかかったと思います。
　しかし、周りにはすごく楽しそうに活動しているリーダーがたく
さんおり、憧れ、自分ももっと頑張りたい、色んな経験がしたいと
徐々に思うようになり、たくさん活動に参加するようになりまし
た。
　サッカーにしか興 味がなかった私ですが、今では土曜サッ
カー、サンデースクール、学童など色んな活動に参加させてもらっ
ています。まだまだリーダーとして未熟なところはたくさんありま
すが、活動に行けば行くほど子どもたちが覚えてくれて、「ハッ
ピー見てー」「こっち来てよ」という声に元気をもらっていて、とて
も楽しく充実した日々を過ごしています。
　これからもたくさん笑ってたくさん悩んで、自分も子どもも楽し
い！そんな活動を重ねていけるよう色んなことに挑戦し成長してい
きます！

島のわくわくキャンプ３日目の一枚。やっと天気
に恵まれ、待ちに待った海水浴♪グループのお友
達とリーダーと思いっきり楽しみました！

 

国際協力募金のご案内
 

盛岡YMCA 国際協力担当　小川 嘉文

  

　YMCAの国際協力募金活動は、全国のYMCAで毎年実施しておりま
す。
盛岡YMCAでも毎年国際協力募金活動を実施しており、2024年度盛
岡YMCAに寄せられた国際協力募金は、609,947円でした。募金にご
協力下さった皆様をはじめ、募金箱の設置、及びポスター掲示にご
協力下さった地域の諸団体の皆様に、心より感謝を申し上げます。
　2025年度も、引き続き日本YMCA同盟を通じたウクライナ避難者
支援、パレスチナ難民支援等を募金の使途とし、国際協力募金活動
を行ってまいります。募金受け入れ期間は、2025年11月１日(土)～ 
2026年２月28日(土) です。
一人ひとりのいのちが大切にされる、「ポジティブネット」のある豊か
な社会の創造のため、皆様の国際協力募金活動へのご理解とご協
力の程、どうぞよろしくお願いいたします。

ご案内
11月の

岩手大学２年　吉田 桜千


